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２ ０ ２ ４ 年   

同 窓 会 京 滋 支 部 か ら 「 OB・ OG に よ る 就 職 相 談 会 in 高崎 」 へ 相 談 員 を 派 遣 し ま し た  

企 画 協 賛 同 窓 生 ： 平 成 ７ 年 卒  秋 岡  太 郎  （ 金 融 機 関 勤 務 ）  

日  時 ： 令 和 ６ 年 11 月 16 日 （ 土 ） 14:30～  

会  場 ： 高 崎 経 済 大 学 7 号 館  

写 真 ① (図 書 館 前 の 秋 岡 )           写 真 ② (掲 示 横 の 秋 岡 ) 

    

以 下 、 秋 岡 の 報 告 よ り 紹 介  

◎ 当 日 の 流 れ  

地 域 別 相 談 会 （ 30 分 ）  

地 域 ご と の ブロ ッ ク に 分 か れ 、各 ブー ス に 相 談 員 1～ 2 名 配 置 。地 元 の 状 況 等 を 話 し 、U タ ー ン

就 職 希 望 の 学 生 2～ 4 名 と グル ー プ で 質 疑 応 答 。  

業 界 •企 業 別 相 談 会 ① （ 30 分 ）  

業 界 ご と の ブロ ッ ク に 分 か れ 、 各 ブー ス に 相 談 員 2 名 配 置 。 業 界 •企 業 の 紹 介 を 行 い 、 学  生  5

～ 6 名 と グル ー プ で 質 疑 応 答 。 学 生 は あ ら か じ め 指 定 さ れ た ブー ス で 相 談 。   

業 界 •企 業 別 相 談 会 ② （ 30 分 ）  

業 界 ご と の ブロ ッ ク に 分 か れ 、各 ブー ス に 相 談 員 2 名 配 置 。業 界 •企 業 の 紹 介 を 行 い 、学 生  5～

6 名 と グル ー プ で 質 疑 応 答 。 学 生 は 希 望 の ブー ス に 移 動 して 相 談 。  

同 窓 生 と 学 生 と の 交 流 会 （ 45 分 ）  

生 協 食 堂 で の 立 食 パ ー テ ィ ー 。地 域 別 で テ ー ブル が 分 か れ て お り 、地 域 別 相 談 会 の 相 談 学  生 と

交 流 。 乾 杯 後 は 移 動 自 由 。  
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↓  以 下 は 大 学 提 供 の イ ベ ン ト 参 加 在 学 生 を 募 集 す る 掲 示 の 内 容 資 料 で す。  

 (写 真 ② の 秋 岡 の 横 の 掲 示 と 同 じ 内 容 ) 

◎ 参 加 し た 感 想  

 学 生 は ３ 年 生 を 主 体 に 約 ７ ０ 人 程 度 の 参 加 が あ り ま し た 。全 体 的 に 真 面 目 で 熱 心 な 質 問 が 多 く 、

就 職 活 動 に 対 す る 意 識 の 高 さ が う か が え ま し た 。私 は 、地 域 別 相 談 会 で は 関 西 へ の U タ ー ン 就 職

希 望 の 相 談 対 応 、業 界・ 企 業 別 相 談 会 で は 金 融 業 界 志 望 の 相 談 対 応 を 行 い ま し た 。 学 生 の 質 問 に

対 し 、高 崎 と 関 西 で の 就 職 活 動 や 現 在 の 金 融 業 界 の 状 況・ 金 融 機 関 で 働 く こ と の 魅 力 な ど を 自 分

の 経 験 を 交 えて ア ド バ イ ス で き た と 思 って お り ま す。  

ま た 、 矢 野 教 授 が 京 滋 支 部 の ブー ス に 来 ら れ 、 ね ぎ ら い の 声 を か け て い た だ き ま し た 。  

◎ 後 日 、 相 談 対 応 を 行 っ た 学 生 か ら お 礼 の メ ー ル を い た だ き ま し た 。  

(以 下  感 謝 メ ー ル 一 部 紹 介 ) 

「 秋 岡 様 の 中 小 企 業 や ス タ ー ト ア ッ プ 企 業 へ 融 資 さ れ る 実 際 の 現 場 の お 話 を 聞 く こ と で 、金 融 業

界 に 対 す る 理 解 が よ り 深 ま り ま し た 。ま た 、自 分 の 弱 み を 上 手 く 言 い 換 え る と い う テ ク ニ ッ ク は

実 際 に ES を 書 く 際 に 使 わ せ て い た だ き ま す。 大 学 生 活 を 有 意 義 に 使 い 、 社 会 に 貢 献 で き る 人 材

と な れ る よ う 私 自 身 努 力 を 続 け て い き ま す。 本 当 に あ り が と う ご ざい ま し た 。」  

少 し は 高 経 大 生 の お 役 に 立 て た よ う で 大 変 嬉 し く 思 って お り ま す。  

以 上 で す。 秋 岡  
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 写 真 ③ (大 学 の サ イ ト よ り )      写 真 ④ (大 学 提 供 )  

   

ア ナ ザ ー ス ト ー リ ー  

～ 高 崎 と 京 滋 の 繋 が り ・ 井 伊 直 政 ゆ か り の 地  箕 輪 城 跡 を 訪 ね て ～  

就 職 相 談 会 in-高 崎 に 参 加 し た 機 会 に 箕 輪 城 跡 （ 高 崎 市 箕 郷 町 ） に 行 って き ま し た 。  

箕 輪 城 は 、 日 本 百 名 城 の ひ と つ で 、 長 野 業 政 が 城 主 の 時 に は 武 田 信 玄 の 攻 撃 を 幾 度 も 防 ぎ、 難

攻 不 落 と い わ れ た 名 城 で す。最 後 の 城 主・井 伊 直 政 は 、後 の 初 代・彦 根 藩 主 で す。私 は 歴 史 が 好 き

で 、高 経 在 学 中 に も 一 度 訪 問 して い る の で す が 、今 回 は 約 30 年 ぶ り の 訪 問 で し た 。当 時 に 比 べ 、

城 跡 の 発 掘 調 査 が 進 み 、 郭 馬 出 西 虎 口 門 （ 写 真 ⑤ ） が 復 元 さ れ 、本 丸 跡 （ 写 真 ⑥ ） も き れ い に 整

備 さ れ て い た の で 大 変 驚 き ま し た 。  

ま た 、 説 明 書 き な どで 井 伊 直 政 は 、 箕 輪 城 → 高 崎 城 → 佐 和 山 城 （ 彦 根 ） と 移 り 、 高 崎 と 彦 根 の

街 の 基 礎 を 築 い た こ と 、 ま た「 高 崎 」と い う 名 前 を 付 け た の も 井 伊 直 政 で あ る こ と を 知 り 、 高 崎

と 京 滋 の 繋 が り の 深 さ を 感 じ ま し た 。私 は 滋 賀 県 出 身 な の で す が 、学 生 時 代  高 崎 で 過 ご せ た こ と

を 誇 り に 思 い 、 こ れ か ら も 高 崎 と の ご 縁 を 大 切 に して い き た い と 思 って い ま す。  

城 跡 か ら の 下 山 後 、 麓 の 「 箕 郷 矢 原 宿 カ フ ェ 」 と い う 所 で ひ と 休 み し ま し た 。 群 馬 訛 り の お 店 の

方 と 会 話 し 、 懐 か し さ を 胸 に 滋 賀 へ の 帰 途 に つ き ま し た 。  

写 真 ⑤   写 真 ⑥   

同 窓 会 京 滋 支 部 会 員  秋 岡 太 郎 （ 平 成 7 年 卒 ）  


